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 要 旨   

背景：アルコール消費量の増加に伴いアルコール関連肝細胞癌（HCC）は増加しているが、アル

コール関連HCCの臨床像と転帰は体系的に評価されていない。本研究は、アルコール関連 HCC

の有病率、臨床的特徴、サーベイランス率、治療割り付けおよび転帰を明らかにすることを目的

とした。 

 

方法：Medline と Embase を用い、2023 年 1 月までを検索の対象期間とした。比例データは一

般化線形混合モデルを用いて解析した。アルコール関連 HCC とその他の原因を比較するオッズ

比（OR）または平均差をペアワイズメタ解析で求めた。また、生存転帰はハザード比のプール解

析を用いて評価した。 

 

結果：4824件のうち、55件（86,345例）の論文が対象となった。全体として、HCCの 30.4％

がアルコール関連であり、ヨーロッパで最も高く、アメリカ大陸で最も低かった。アルコール関

連 HCC患者の 20.8％がサーベイランスを受けていたのに対し、B型肝炎ウイルス、C型肝炎ウ

イルス、代謝機能障害関連 HCCではそれぞれ 35.0％、31.6％、21.4％であった。アルコール関

連 HCCは、他の原因と比較して、Barcelona Clínic Liver Cancer C stage（0/A）および治癒的

治療の可能性が低く、死亡率が高かった。 

 

結論：アルコール関連 HCC は、サーベイランス率の低下、病期の進行、根治療法を受ける可能

性の低下および生存率の低下と関連した。アルコール大量摂取者に対する効果的な肝細胞癌サー

ベイランス戦略が望まれる。 
 


